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近代文化研究所所員勉強会（平成 29 年度）要旨
第 1 回　平成 29 年 6 月 28 日
「縄文時代文化研究の最前線」
 本学名誉教授　山本　暉久　
　縄文時代は，これまで，狩猟・漁撈・採集という獲得経済段階の文化であり，縄文人は，狩猟・採集民であっ
たといわれてきた。この時代は約 1 万年間という長期にわたって列島に栄えた文化であり，まだ，金属の道具を
知らない石器時代に相当している。土器の発達は著しく，東アジア世界の石器時代文化，あるいは民族誌的にみ
ても際だった特徴を有している。
　しかし，最近の研究成果によれば，クリやクルミの管理的栽培やコメをはじめ，ソバ・アワ・ヒエ・マメなど
の栽培も行われていた可能性が考えられるようになっている。また，トチやドングリもアクを抜く技術が開発さ
れ，主要な植物質食料として利用されていた。では，縄文時代はすでに原初的な農耕，あるいは栽培段階に位置
づけることが可能なのだろうか。問題は，それが縄文人たちにとって主要な食糧生産基盤であったのかどうかな
のである。
　関東・中部地方を中心とする東日本域は，今からおよそ 4,500 年前ころ，中期と我々が呼んでいる時期に文化
の発展が頂点に達する。その繁栄のさまは，土器の造形に顕著に表れている。加飾豊かで，豪壮・華麗ともいう
べき土器が多数作られ，各地で中央に広場をもつ環状構造を呈する大規模なムラが造営され，安定的な食料確保
のもと，長期定住生活を営むようになるのである。この環状集落は中期初めに造営を開始し，発展を遂げていっ
たのであるが，なぜか，中期の終末段階になると，その継続を絶ってしまうのである。原初的な農耕や栽培が主
要な食糧生産基盤であったとしたなら，なぜそのような現象が生じたのであろうか，そのメカニズムを解き明か
さなければならない。
　昭和女子大学歴史文化学科は，平成 19（2007）年から 28（2016）年の 10 年間，毎年夏季休暇を利用して，山
梨県北杜市明野町に所在する諏訪原遺跡の発掘調査を継続してきた。この遺跡は，山梨県北部に位置し，茅ヶ岳
山麓に造営された縄文時代中期の大規模な環状集落跡であり，この遺跡を調査して，環状集落の形成とその変遷
の様相を明らかにすることを目的としてきた。調査範囲は狭かったものの，多くの貴重な成果をあげることがで
きた。
　縄文時代中期文化が中期終末段階に衰退化した要因については，これまで，花粉分析などにより，環境の変化，
気候の冷涼化に伴い，食料確保が困難になったことがいわれてきた。しかし，気候変動だけに衰退化の要因を求
めるのではなく，中期社会内部に胚胎した退嬰化現象，その社会のもつ矛盾の帰結として，必然的なものであっ
たことに目を向ける必要がある。中期環状集落の終焉は，いわば起こるべくして起こった現象ととらえるべきな
のである。　
第 2 回　平成 29 年 7 月 26 日
「近代日本の「高等遊民」─その実態と可能性を探る─」
 日本大学生産工学部教養・基礎科学系専任講師　町田　祐一　
　本報告では，昨年刊行された拙著『近代日本の就職難物語─「高等遊民」になるけれど─』（吉川弘文館，2016
年）をもとに，近代日本で社会問題化し，作家夏目漱石の作品にも取り上げられた「高等遊民」の実態を歴史の
文脈から解明し，その歴史的な可能性を探った。ここから，普遍的な高等教育からの雇用・労働問題の歴史的課
題を考えるとともに，漱石的「高等遊民」の歴史的位置づけも行い，現代の類似の問題である高学歴ワーキン
グ・プア問題，ニート，フリーター問題への示唆を得ることを目的とした。
　第一に，「高等遊民」の定義として，一般に流布している漱石的「高等遊民」の定義をふまえ，実際には明治
末期は中学校卒業程度以上の，昭和初期は中学卒業以上の高学歴者で一定の職業に就いていない者が該当すると
されていたこと，それぞれ約二万人程度存在したことを明らかにした。
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　第二に，明治末期における「高等遊民」発生の問題化の過程を辿り，日清戦争後以降の中等教育機関の拡大を
背景に，高等教育機関への「進学難」，高等教育機関からの「就職難」，「半途退学」者が多数発生し，特に近代
高等教育機関の中で最も比率が高く学生数の多かった法科出身の「高等遊民」が日露戦争前に問題化したことを
指摘した。そのうえで，「高等遊民」の増加が社会主義・無政府主義など，いわゆる危険思想の拡大につながる
ことを政治・社会が懸念する事態となったこと，明治末期の学制改革の議論でもこれが問題視され，大逆事件が
発生したことで警察権力等がこの「防圧」を検討した談話を発表したこと，この社会的な存在をめぐる意義と解
決策が議論され，裕福な人々の文化的役割が肯定視されたことを明らかにした。
　第三に，昭和初期における「高等遊民」問題の再燃の過程をたどり，大戦景気に伴う高等教育機関拡張を背景
に，戦後恐慌～昭和恐慌の中で拡大した進学層から就職難が問題視されるに至ったことを指摘した。その上で，
昭和初期特有の状況としてシステム化した就職事情と「就職協定」が事態を悪化させていたこと，明治末期と比
較にならない「左傾」の流行からその悪化が広く懸念されたこと，高等教育の縮小，失業対策事業等政治的解決
が企図されたが，その効果は一部であったことを明らかにした。
　以上の結論として，「高等遊民」問題の中心は近代日本の高等教育と雇用，思想，生活問題であったこと，漱
石的「高等遊民」に該当する事例は一部であり，実際には就職希望者で生活に困る人の方が多くこれが社会的に
問題視されたこと，ただし裕福な「高等遊民」は文化的に一定の意義を持ちえたことを明らかにした。そのうえ
で現在の大衆教育社会と新自由主義の中で，漱石的「高等遊民」の「精神性」が改めて注目されていることにも
ふれた。
第 3 回　平成 29 年 10 月 11 日
「闇市の復興力」
 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻助教　初田　香成　
　第二次世界大戦直後，日本各地の駅前の空地に闇市と呼ばれる多数の露店市が出現した。闇市は当時の配給制
度・流通の崩壊，取締りの弱体化による行政の黙認・協力，強制疎開地や被災地のような交通至便な空地の存在
などを背景に急速に普及する。
　先行研究では闇市を「本音の世界の砦」，「庶民生活のエネルギーの源泉」などと述べ，祭や聖域に通じる空間
と位置づけるなど，東京都心部の一部の特徴的な事例に基づき闇市を終戦直後に特有な非日常の空間として捉え
がちであった。これに対し，本発表は共同研究を含め，筆者が行ってきた近年の研究の最新の知見を踏まえて行
ったものである。
　闇市とは「闇市場」を縮めたもので，辞書的には「統制経済下に公的には禁止された流通経路を経た闇物資を
扱う市場」として定義することができる。ただ闇市という呼称は基本的には終戦直後にのみ用いられ，空間的な
実態を持つ市場（いちば）の意味で使用されることが多く，本発表でもそのような意味で用いている。具体的な
建築形態としては三段階が想定でき，最初は露店で地面にムシロをひくだけのものだったのが，組織化が進み縁
日のような露店市場となり，一部はマーケットと呼ばれる長屋型の建築を形成していく。全国の自治体史を総覧
したところ，戦前の市政施行都市のうち 1940 年時点で人口約 5 万人以上の都市 100 都市のうち 99 都市で闇市が
存在したという記述を確認できた。
　このように闇市が短期間に叢生した背景には当時特有の事情だけではなく，伝統的に露店市で営業者を差配し
てきたテキ屋，日本に居住していた在日外国人，戦前に外地に発ち地元に戻ってきた引揚者，各地に存在した小
売市場（その営業者や建築の闇市への連続性），露店商人に営業地を提供してきた寺社など，戦前に遡る伝統的な基
盤とでもいうべき存在があった。こうした存在は特に高度成長以降，一見，都市の表層からは失われるものの，
通奏低音として日本都市を規定してきた要素であり，その意味で都市の基層とでも言えるものであった。
　本講演では以上の内容を，1．闇市の誕生と終焉，2．闇市の成立根拠 1）闇市は不法な存在なのか？，2）闇
市の営業者はどのような人たちで，どこに行ったのか？，3）闇市は自然に発生したのか？（テキヤと立地）， 
3．闇市の現代性という構成で発表した。
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第 4 回　平成 29 年 11 月 29 日
「漆器の技術的変遷と光葉博物館所蔵漆器の活用について」
 本学名誉教授・光葉博物館顧問　武田　昭子　
　現在の日常生活からは縁遠い存在になりつつある漆は，化学製品が多用される昨今まで，塗料や塑形材として
数千年間使用され，漆文化として日本の基層文化の一要素を担ってきた。日本での漆使用の始原は約 9 千年前の
北海道函館市垣ノ島 B 遺跡に認められ，現代につながる漆塗装技法の基本的要素は，縄文時代晩期には既に確
立されていた。その後，大陸からの技術移入などを経て，漆工技術は江戸時代に頂点を極めた。
　漆器の製作は，素地作り，下地調整，塗り，加飾から構成され，需要に応じてその材料や技法を使い分け，日
常雑器，工芸品，宗教用具，武具，建築関連など多種多様な漆製品を生みだし，漆文化として継承されてきた。
　光葉博物館は歴史系博物館として発足し，有職故実関連の資料を中心に，豪農が使用していた農具や家財道具
等，学生の教育に資すべく，主に寄贈によって資料を収集してきた。有職故実関連には漆塗りの沓，烏帽子など
が，豪農の家財道具には本膳など，様々な漆器が含まれていた。本館の資料整備が求められていた平成 10～20
年頃は，各地の漆器産業が廃絶に追い込まれ，製造用具等が市中に多数出回っていた。これらより，収蔵資料の
発展的な展開のため，また，日本伝統文化の理解と継承に資するため，漆関連資料の強化に努めることとした。
　光葉博物館収蔵の漆関連資料の特徴は，漆の採取から製品まで一貫した流れが概観できるように（1）漆の採
取，精製（2）漆器製造（3）漆工品，その他から成ることにある。
（1）岩手県二戸郡浄法寺町で漆掻きに使用していた一連の道具や作業着，および掻き採った漆の木が網羅され，
当該地の「漆掻き」が復元できる。これらの資料は，昭和 21 年から漆採取に従事している同町在住の佐藤春雄
氏のご厚意による。掻き採った漆を天日にあて水分量を調整する作業「くろめ」に使用した「舟」は，輪島地域
のものである。
（2）本学収蔵の製造用具は，すべて輪島地域の漆器製造業者が使用していた。塗師の仕事場復元が可能になるよ
うに，髹漆に用いる漆刷毛等，加飾に用いる各種蒔絵筆等，塗装材料の地粉や金粉等，そして漆器乾燥のための
風呂も含む。また，木地製作のための木型，輪島漆器製作工程見本，行商に用いた蒔絵漆椀見本も含まれる。
（3）美術工芸品的要素を含む漆製品は，前述の有職故実関連資料に加え，他館からまとめて寄贈された中世から
近世にかけての瓶子や硯箱等である。寄贈された漆器は蒔絵で彩られたものが多く，時代の雰囲気を良く伝える
好資料である。これと比較して，下地に炭粉や砥粉を用いる大量生産の日常雑器は，損傷も受け易く生活に密着
している。中でも，大らかな意匠を一気に描いた漆絵の盆や器は，現在，民芸品として珍重される。
　本学もグローバル化が進められ，学生には自国の文化理解がより求められる。今後，大学博物館の使命として，
これらの漆関連資料が教育や異文化交流をより発展させていく一つの手段として，キャンパスの内外で利活用さ
れれば幸いである。
